
神戸高専 swim&science（KOBE꾄KATSU）運営方針 
1 活動目標  

中学校において、教育的効果の高い課外活動の実施が停止され、それを補う「コベカツ」に

賛同しクラブチームを発起しました。元々、神戸市内の中学水泳部がどんどんなくなり、そ

の受け皿として神戸市教育委員会管轄の「拠点校」という制度ができ、それの一翼を担う形

で神戸高専水泳部が中学生を受け入れていました。本クラブは、その延⾧線上として位置づ

けた活動をします。そのため主になる団体は神戸高専水泳部です。共に活動することにより、

これまで通りの部活動体験を味わえるものです。部活動とは、競技力の向上のみならず、心

身の健全な育成やスポーツの楽しみなどを味わい、仲間との共存、支援者への感謝、他者理

解など、様々な体験活動を行います。また、運営は高専水泳部の活動が基本スタイルになる

ため、指導環境や施設利用に関しては、制限を受けるものとなります。例えば、高専の年間

学事日程は中学とは異なる場合もあり、その補完活動として高専の強みである「モノづくり」

体験も併せて実施しようと計画しています。これらを含め、人間育成に寄与する活動を目的

します。  

2 求める生徒像  

社会体育にあるスイミングとは違い、学校教育での部活動ということで指導できる範 

囲に限界があるため、初心者水泳の中学生ではなく、4 種目を泳ぐことができる中学生を 

基本に募集したいと思います。 

3 育てたい力  

常に成⾧・感謝を忘れず取り組む姿勢や礼儀正しく何事にも全力で取り組む力など、部 

活動を通して学び向上できる内容については当然のこととして、スポーツから学ぶこと（ル

ールがあるから競技が成り立つこと）、水泳から学ぶこと（1/100 秒を競う競技から時  

間の大切さ）など、多岐に渡る力を育んでいきたいと思っています。 

4 試合の出場について 

  大会参加には、引率者と競技役員が必要となります。また、日本水泳連盟に団体登録及

び個人登録をしないと公式大会には出場できません。残念ながら現状では、これらの条件環

境（マンパワーなど）が整わないと試合への出場は不可能なため、今後、どのようにできる

のか検討したいと思います。 

5 クラブチームへの登録について 

  新加入者には、必ず一度保護者と生徒で見学会に参加をしていただき、継続して参加で

きるか否かの判断をしてもらっています。また、クラブ員の上限は 20 名としており、それ

以上の場合は受け入れることができないため、定員オーバーで受け入れることができない

ケースもあります。基本、毎年更新制ですが、継続している会員には優先権を付与したいと

思います。 

 



6 1 年を通じて参加することが基本 

  部活動と同等扱いのクラブチームのため、1 年間を通して活動することが基本です。夏

場は学校が活動場所となりますが、冬季中は泳ぐためにはスイミングのプールを借りてい

ます。そのためメインとなる活動場所が変わるため、年間を通して参加が難しくなる方がい

ます。会費の納入とは別に参加状況が悪い方には、退会を促す場合があります。また、会費

とは別に、冬季中のプールについては使用料金が発生しますので参加される都度、別途プー

ル代が必要となります。 

7 練習参加時の服装など 

  中学校での活動ではないため参加時の服装は自由です。また、参加する際の経路や交 

通機関は自由ですが、学校施設であることを念頭においてください。 

8 練習道具について 

  本クラブの管理品は自由に利用できます。ただし、学外への持ち出しは禁止します。水

泳は個人使用物が多く、個人で持参する人も多いです。管理ができるのであれば、置いて帰

ることもできますが、紛失など保障や弁償などの対応はできません。 

9 名前が覚えてもらえるように 

  誰かと一緒でないと来られない状況では、おそらく続くことはできないと思います。ま 

た、高専生は自分たちで準備することが多く、中学生に準備などの手伝いを強要することは

ありません。何も言われないので何もしなかったでは、自ら学び成⾧することはありません。

また、言われて動くのではなく、動きをみてマネができる自立型の人間形成ができる部活動

だと思います。たまにしか活動に参加しないようでは、名前も覚えてもらえず、 

参加意欲も低下すると思います。 

10 練習参加について 

  平日は 16：30～、休日は 9：00～練習が始まるのが基本です。15 分程度早くに来て、

着替えて参加準備して下さい。概ね 2 時間～2 時間半程度の練習です。欠席連絡などは不要

ですが、参加者の様子をアンテナ高く上げて観察してください。参加者と会話を交わし、言

葉を鵜呑みせず、参加状況には細心の注意を払ってください。 

11 連絡方法について 

  基本的な連絡は、グループを総会にて作りますので、グループ内で確認して下さい。全

体的には、Line やインスタなどで発信予定です。練習日については、概ね 3 か月予定を送

ります。緊急の際には、090-8881-1871（寺田個人携帯）に連絡をしてください。 

 

 

 

 

 

 


